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な
か
に
し
礼
さ
ん
の
小
説
で
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」。
小

説
の
主
人
公
に
な
っ
た
丸
山
東
検
番
の
芸げ
い
こ妓
愛
八
さ
ん
は
昭
和
6
年（
1
9
2
9
）、

弾
き
語
り
で
ビ
ク
タ
ー
か
ら
レ
コ
ー
ド
を
出
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
れ
よ
り
先
に「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」の
レ
コ
ー
ド
を
出
し
た
人
が
い
ま

す
。そ
の
人
は
長
崎
町
検
番
の
凸で
こ
す
け助
さ
ん
。こ
の
凸
助
さ
ん
こ
そ
、長
崎
で
最
初
に「
阿

蘭
陀
万
歳
」を
踊
っ
た
人
な
の
で
す
。

　

ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン（
現
コ
ロ
ン
ビ
ア
）レ
コ
ー
ド
が
凸
助
の
唄
で「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」

を
発
売
し
た
の
は
、
昭
和
5
年（
1
9
3
0
）9
月
、
蓄
音
機
も
レ
コ
ー
ド
も
貴
重
で

珍
し
か
っ
た
時
代
、
三
味
線
の
一い
ち
じ二
と
と
も
に「
レ
コ
ー
ド
芸
者
」と
評
判
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
翌
年
、
愛
八
さ
ん
の
レ
コ
ー
ド
が
発
売
さ
れ
ま
す
が
、
タ
イ
ト
ル
は「
長

崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」が
凸
助
盤
で
、
愛
八
盤
は「
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ

た
つ
の
唄
を
聴
き
比
べ
て
み
る
と
、
ゆ
っ
た
り
し
た
節
回
し
で
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
愛

八
に
比
べ
、
凸
助
の
そ
れ
は
テ
ン
ポ
も
早
く
、
常
磐
津
で
鍛
え
た
調
子
は
、
め
り
は

り
が
利
い
て
い
ま
す
。
現
在
歌
い
継
が
れ
て
い
る「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」は
凸
助
が
吹

き
込
ん
だ
節
回
し
と
歌
詞
で
す
。

　

凸
助（
本
名
山
本
タ
マ
）は
、
明
治
31
年
早
岐（
現
佐
世
保
市
）で
生
ま
れ
、
幼
い
頃

長
崎
市
新
橋
町
の
料
亭
一
力
の
養
女
に
な
り
ま
す
。
女
将
の
山
本
キ
ン
は
、
勝
気
で

機
転
の
き
く「
タ
マ
」に
芸
事
の
素
質
を
見
抜
き
、
東
京
の
一
流
ど
こ
ろ
の
師
匠
に
つ

け
て
修
行
を
さ
せ
ま
す
。

常と
き

磐わ

津ず

は
、
名
人
と
い
わ

れ
た
三
蔵
の
内
弟
子
に
、

そ
し
て
常
磐
津
喜き
み
ま
つ

三
松
の

名
を
も
ら
い
、
大
正
14
年

N
H
K
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

の
と
き
は
愛
宕
山
で
師
匠

と
共
に
放
送
す
る
ほ
ど
の

力
量
で
し
た
。
ま
た
、
日
本
舞
踊
は
花
柳
、
鳴
り
物
は
六
合
の
名
取
で
、
当
時
の
花

柳
界
の
客
は
目
も
耳
も
肥
え
て
い
て
、
芸
達
者
で
頓
知
が
利
き
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た

性
格
の
凸
助
は
ご
贔
屓
も
多
く
、
長
崎
町
検
番
の
売
れ
っ
子
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
町
検
番
は
中
島
川
に
か
か
る
、
本
紙
屋
町
編
み
笠
橋
の
た
も
と
に
あ
り
ま
し

た
。
大
正
14
年
、
丸
山
東
検
番
と
町
検
番
に
は
、
合
わ
せ
て
2
5
4
名
も
の
芸
妓
衆

が
い
た
と
さ
れ
、
互
い
に
芸
を
競
い
あ
い
、
長
崎
は
芸
ど
こ
ろ
と
し
て
全
国
的
に
有

名
だ
っ
た
の
で
す
。

　

大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
ラ
ジ
オ
と
蓄
音
機
の
出
現
を
背
景
に
、
中
山
晋
平
や
野
口

雨
情
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
、
地
方
の
民
謡
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
い
う「
新
民
謡
運

動
」が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
時
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
レ
コ
ー
ド
が
、凸
助
を
東
京
に
迎
え「
長

崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」（
B
面「
長
崎
港
節
」）を
吹
き
込
ま
せ
て
発
売
、
そ
の
後
ラ
イ
バ
ル

会
社
の
ビ
ク
タ
ー
レ
コ
ー
ド
は
、
東
検
番
の
愛
八
に
声
を
か
け
ま
す
。

　

当
時
愛
八
は
凸
助
と
は
母
娘
ほ
ど
の
年
の
違
う
60
歳
に
近
い
ベ
テ
ラ
ン
芸
妓
、
同

じ
物
で
は
い
け
な
い
の
で
、
以
前
自
ら
掘
り
出
し
た「
嘉
永
七
年
〜
」と
い
う
歌
詞
と
、

独
特
の
節
回
し
で
吹
き
込
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
芸
を
競
っ
た「
町
検
番
」と「
丸

山
東
検
番
」、
そ
し
て
ふ
た
つ
の
レ
コ
ー
ド
会
社
の
ラ
イ
バ
ル

意
識
と
こ
だ
わ
り
が
、
ふ
た
つ
の
名
調
子
を
生
ん
だ
の
で
す
。

　
「
阿お
ら
ん
だ

蘭
陀
万ま
ん
ざ
い歳
」は
現
在
、
長
崎
く
ん
ち
の
出
し
物
と
し
て
有

名
な
の
で
、
長
崎
生
ま
れ
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
初
演
は
昭
和
8
年
東
京
で
の「
花
柳
舞
踊
研
究

所
」公
演
会
で
す
。
こ
の
舞
踊
は
福
地
信
世
立
案
、
町
田
嘉
章

作
曲
、
二
代
目
家
元
花
柳
寿
輔（
の
ち
の
花
柳
寿
応
）振
り
付
け
、

万
歳
役
を
花
柳
寿
太
郎
、
才
蔵
役
を
花
柳
三
之
輔
が
踊
っ
て
い

ま
す
。
踊
の
内
容
は「
日
本
に
漂
流
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
が
、
日

本
の
万
歳
を
お
ぼ
え
て
正
月
の
祝
儀
に
ま
わ
っ
て
い
る
う
ち
、

故
国
を
し
の
ん
で
悲
し
む
」と
い
う
も
の
で
、
コ
ミ
カ
ル
な
振

り
付
け
と
ユ
ニ
ー
ク
な
衣
装
、
斬
新
な
新
作
舞
踊
は
大
好
評
を
得
ま
し
た
。
東
京
で

話
題
を
さ
ら
っ
た
新
作
舞
踊
を
翌
年
に
は
長
崎
で
披
露
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
9
年
3
月
25
日
か
ら
5
月
23
日
ま
で
の
60
日
間
、
長
崎
市
で
国
際
産
業
観
光

博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
演
芸
館
で
は
町
検
番
や
東
検
番
の
出
演
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
新
し
も
の
好
き
で
目
利
き
の
長
崎
人
を
う
な
ら
せ
る
に
は
何
を
演
じ
た

ら
い
い
か
、
そ
れ
に
は
東
京
で
話
題
に
な
っ
た「
阿
蘭
陀
万
歳
」は
ど
う
だ
ろ
う
か
と

考
え
ま
し
た
。
幸
い
に
東
京
の
舞
台
で
万
歳
を
踊
っ
た
花
柳
寿
太
郎
は
当
時
町
検
番

の
専
属
師
匠
で
、
長
崎
初
演
の「
才
蔵
」役
が
凸
助
、「
万
歳
」役
は
や
は
り
町
検
番
の

名
妓
と
う
た
わ
れ
た
萬ま
ん
ざ
い歳（
た
ま
た
ま
役
名
と
芸
名
が
い
っ
し
ょ
な
の
で
す
が
）が
選

ば
れ
ま
し
た
。
凸
助
は
日
本
舞
踊
も
立
役（
男
踊
り
）の
名
人
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
阿
蘭
陀
万
歳
」は
足
を
上
げ
た
り
開
い
た
り
、
急
テ
ン
ポ
の
振
り
は
二
人
の
息
が

合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
舞
踊
で
あ
っ
て
、
そ
の
範
疇
を
超
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
故
国
を
し
の
ぶ
外
国
人
の
心
象
も
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

舞
台
に
は
華
や
か
さ
を
添
え
る
た
め
、
芸
者
や
唐
子
も
登
場
し
ま
し
た
。
第
一
景
は

長
崎
出
島
、
第
二
景
は
出
島
阿
蘭
陀
屋
敷
。
考
証
に
は
古
賀
十
二
郎
や
林
源
吉
な
ど

当
時
の
歴
史
家
が
加
わ
っ
た
の
で
す
。
会
期
中
52
回
演
じ
ら
れ
大
好
評
で
、
町
検
番

は
大
い
に
面
目
を
施
し
ま
し
た
。

　

戦
後
、
凸
助
は
芸
妓
を
や
め
、
長
崎
市
新
橋
町
で
常
磐
津
と
日
本
舞
踊
の
師
匠
と

な
り
ま
す
。
昭
和
26
年
新
橋
町
が
戦
後
初
め
て
く
ん
ち
の
踊
町
を
迎
え
た
と
き
に
、

町
内
会
長
で
も
あ
っ
た
料
亭
一
力
四
代
目
渋
谷
健
治
氏
の
発
案
で「
阿
蘭
陀
万
歳
」を

奉
納
踊
り
と
し
ま
す
。
指
導
は
も
ち
ろ
ん
凸
助
こ
と
花
柳
寿じ
ゅ

太た

満ま

、
出
演
は
弟
子
達

で
す
。
こ
れ
が「
阿
蘭
陀
万
歳
」の
長
崎
く
ん
ち
初
の
お
目
見
え
と
な
り
ま
す
。
華
や

か
で
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
出
し
物
は
大
好
評
で
、
2
年
後
の
昭
和
29
年
に
は
西
上
町
、

昭
和
33
年
新
橋
町
、
36
年
西
上
町
、
昭
和
37
年
今
博
多
町
と
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
に
な
り

ま
し
た
。
凸
助
さ
ん
は
、
こ
の
指
導
を
最
後
に
38
年
4
月
64
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も「
阿
蘭
陀
万
歳
」は
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
長
崎
く
ん
ち
に
登
場
し
ま
し
た
。

　
「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」と「
阿
蘭
陀
万
歳
」を
長
崎
名
物
と
し
て
残
し
た
凸
助
さ
ん
、

そ
の
名
を
長
崎
人
の
心
の
中
に
留
め
た
い
も
の
で
す
。�（
長
崎
女
性
史
研
究
会
会
員
）

〔
参
考
資
料
〕

「
長
崎
の
女
た
ち
第
二
集
」長
崎
女
性
研
究
会
編（
長
崎
文
献
社
）、「
歌
で
巡
る
長
崎
」宮
川
密
義
著（
長
崎

新
聞
社
）、「
長
崎
市
史　

風
俗
編
」古
賀
十
二
郎
著
、「
二
世
花
柳
壽
輔
」（
株
式
会
社
沙
田
）、「
長
崎
国

際
産
業
観
光
博
覧
会
協
賛
会
誌
」（
長
崎
市
）

〔
協
力
〕　

料
亭
一
力　

故
山
田
博
一
氏

三
六
〇
号　

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」と「
阿
蘭
陀
万
歳
」を
長
崎
に
残
し
た

　
　
　
　
名
妓
凸
助
さ
ん

○
長
崎
の
七
月
と
言
え
ば
、
七
日
の
七た
な
ば
た夕
に
盆
と
精
霊
流
し
・
飯
香
浦
の
地
蔵
盆
・
長
崎

大
水
害
忌
で
あ
る
が
、長
崎
の
盆
は
昭
和
二
十
七
年
以
来
・
八
月
の
月
お
く
れ
盆
と
な
っ

て
い
る
。
其
の
理
由
は「
ツ
ユ
あ
け
」の
時
期
と
全
国
的
に
八
月
盆
が
多
い
か
ら
で
あ
る

と
言
う
。

○
七
夕
と
書
き
、
ど
う
し
て「
タ
ナ
バ
タ
」と
読
ま
せ
る
の
か
？
と
い
う
事
に
つ
い
て
は
、

前
回
記
し
た
事
が
あ
る
。
本
来
・
中
国
の「
乞き

巧こ
う

奠で
ん

」の
行
事
を
起
源
と
し
、
我
が
国
に

は
奈
良
時
代
に
始
ま
り
江
戸
時
代
に
は
一
般
の
家
庭
行
事
に
な
っ
て
い
る
。

○
長
崎
の
七
夕
も
昭
和
初
年
頃
ま
で
は
、
長
崎
市
史
風
俗
編
の
年
中
行
事
七
月
の
頃
に
記

し
て
あ
る
よ
う
に
、
七
夕
の
前
日
に
は
笹
葉
つ
き
の
竹
を
売
り
に
来
て
い
た
し
、
当
日

は
各
家
の
二
階
に
短
冊
、
色
紙
で
作
っ
た
小
さ
な
衣
裳
、
綱
な
ど
を
笹
に
結
び
つ
け
て

出
さ
れ
て
い
た
。
特
に
丸
山
の
七
夕
は
数
が
多
く
て
評
判
で
あ
っ
た
。
家
で
は「
ひ
や

し
素
麺
」と
井
戸
で
冷
や
し
た
西ス
イ
カ瓜
を
食
べ
た
思
い
出
が
あ
る
。

○
又
、
こ
の
頃
よ
り
、
家
で
は
飯
香
ノ
浦
の
人
形
い
も
、
南
京
カ
ボ
チ
ャ
等
を
戴
き
、
子
供

達
は
夏
休
み
に
な
る
と
札
を
下
げ
て
毎
日
、
大
波
止
よ
り
船
に
乗
っ
て
鼠
島
に
通
っ
た
。

○
今
月
は
次
の
書
物
を
戴
い
た
。

・	

加
津
佐
の
福
田
八
郎
先
生
よ
り『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
総
覧
』南
島
原
市
教
委
企
画
・

大
石
一
久
先
生
の
編
集
。
全
国
に
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
を
解
説
、
写
真
付
き
で
編
集

し
て
あ
り
、
今
迄
の
各
方
面
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
研
究
の
総
集
編
で
あ
る
。
大

型
で
六
三
八
頁
、
長
崎
学
研
究
者
と
し
て
は
必
見
の
書
で
あ
る
。（
発
行
・
南
島
原
市
教

育
委
員
会
）

・
花
山
一
太
さ
ん
よ
り
、「
今
年
の
三
月
十
六
日
愛
妻
を
失
い
、
五
月
三
日
が
四
十
九
日
。
こ

れ
か
ら
一
人
ぽ
っ
ち
の
闘
病
が
は
じ
ま
る
」と
題
字
に
あ
っ
た『
妻
と
夫
の
闘
病
記
』を
い
た

だ
い
た
。
花
山
さ
ん
と
は
長
中
時
代
の
同
窓
で
、若
い
時
か
ら
私
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

た
だ
、
し
っ
と
り
と
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。（
制
作
協
力
・
長
崎
新
聞
社
）

・
長
崎
県
美
術
館
よ
り『
長
崎
県
名
品
図
録
』、『
平
成
22
長
崎
県
美
術
館
年
報
№
5
』各
一

冊
。
図
録
は
同
館
所
蔵
の
約
六
千
点
の
中
よ
り
代
表
的
作
品
一
〇
七
点
を
選
び
紹
介
し

た
も
の
で
、
長
崎
の
美
術
工
芸
を
知
識
す
る
う
え
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。（
発
行
・

長
崎
県
美
術
館
）

・
松
村
茂
樹
先
生
よ
り『
中
国
近
現
代
文
化
研
究
13
』松
村
先
生
の
呉
昌
碩
研
究
を
第
一
に
、

巻
末
に
は
同
会
既
刊
の
一
号
～
十
二
号
ま
で
の
研
究
課

題
の
標
示
報
告
あ
り
。（
東
京
・
大
妻
女
子
大
学
文
化
科

気
付
中
国
現
代
文
化
研
究
会
発
行
）

大
田
　
由
紀

長崎町検番　凸助（料亭一力所蔵）

「阿蘭陀万歳」（右から5番目凸助）


